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トピックス 

 メンバー国の能力向上及びメンバー国間での情報共有・関係強化を目指

し、ADRCは2009年度から防災政策ピアレビュー事業を実施しています。

４年目となった本年度はアルメニアを対象国のひとつとし、同国からのカ

ントリーレポートの提出後、評価チーム（ピアレビュアー）が現地に入

り、聞き取り調査等を行いました。 

 今回のアルメニアにおけるレビューのテーマは防災教育で、ADRC職員

１名の他、神戸大学国際協力研究科の桜井愛子准教授、ネパール・トリブ

新年あけましておめでとうございます。 

 

 2012年は、東日本大震災とタイ大洪水という未曽有の災害を契機とす

る、自然災害に対する世界規模での意識の変化がいよいよ顕在化してきた

年だったと思われます。振り返りますと、昨年は相変わらず、４月にイン

ドネシア・アチェ周辺でM8.6の巨大地震、11月にアメリカ東海岸で史上

最大級のハリケーン・サンディと、「未曾有の」規模の自然災害が発生し

ました。もちろんアチェ地震には津波が発生しなかった等の幸運な面はあ

りますが、いずれも過去の被害を教訓とした防災対策が発動され、結果と

して、人的被害を最小限にとどめることに成功したように思います。た

だ、サンディの経済的被害額は史上２位に達するなど、近年顕著となって

きた、経済活動が自然災害により深刻な悪影響を受ける傾向はますます加

速しているように思われます。 

 国際社会においては、2015年までの国際的防災の取組み指針「兵庫行

動取組」の「次」を目指した議論が始まっていますが、経済開発等の施策

に「防災」の視点を盛り込む「防災の主流化」が一つのキーワードになっ

てきています。 

 アジア防災センター（ADRC）は、これらの動きに対応し

て、防災教育等コミュニティレベルでの防災の普及や人材育

成について引き続きメンバー国の支援を行う一方、BCPな
ど民間セクターにおける防災能力の向上についても新たに取

り組んでまいりました。本年も、アジア各国の人々の安全・

安心の推進のため、職員一同取り組んでまいりますので、本

年もご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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続き  

 兵庫県神戸市において、アジア防災会議2013が日本国政府、国連国際防災戦略事務局

（UNISDR）及びADRCの主催により開催されました。皆様の積極的なご参加によって、

ACDR2013は成功裏に終了することができました。 

 詳細は次号（239号）で報告させて頂きます。 

●お知らせ 

アジア防災会議2013が開催されました（速報） 

バン大学のビシュヌ・ダンゴル教授がレビュアーとして参加しました。 

 評価チームは、防災教育に関する研究や事業などを行っている国家地震防災研究機構等を訪問

し、各機関の取組について聞き取り調査を行うとともに、エレバン及びギュムリの小学校におけ

る授業・避難訓練の視察を行い、同国の防災教育への評価と提言に関する調査結果案をとりまと

めました。また、日本、ネパールにおける防災教育の取組を紹介するワークショップを開催し、

現地関係者と情報共有や協議を行いました。 

 本事業は、双方向での情報共有、学習を通じ、対象国のみならず評価チームに参加したメン

バー国も学ぶことのできるプログラムを目指しています。今後は、評価チームが調査報告書をま

とめ、対象国へ送付するとともに、ADRCメンバー国内でアルメニアからの最終事業報告書を共

有する予定です。 

 最後に、本事業にご協力くださいました関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。 


